






各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp
          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

　

今
年
で
62
回
目
と
な
る
村
総
合

文
化
祭
芸
能
発
表
会
（
実
行
委
員

会
主
催
）
が
11
月
23
日
、
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

笠
松
真
一
郎
副
実
行
委
員
長
は

「
11
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
作
品
展

示
会
に
引
き
続
き
、
各
団
体
の
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
。
様
々
な
演
目
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。

　

発
表
会
は
、
太
鼓
や
大
正
琴
な

ど
の
演
奏
や
、
子
ど
も
た
ち
の
バ

ト
ン
演
技
、
民
謡
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　老人保健福祉センターで、村福祉ホーム説明会と
障がいへの理解を深める講話が行われ、約 40 名が
参加しました。村保健福祉課から施設の概要や供用
開始時期、地域との交流や日中活動支援事業の場と
して活用されるなど説明がされました。また、事業
所の説明後に十勝障がい者支援センターの丸瀬恵さ
んの講演「生きづらさの原因が社会的な環境にある
とする社会モデルへの考え方を転換する必要がある」
と講演しました。

　道の駅さらべつで、一般社団法人日本道路建設協会　
北海道支部様からの簡易設置型授乳室贈呈式が行われ
ました。日本道路建設業協会では、地方創生と観光加
速の拠点づくりを目指す施策の一環で、子育て支援施
設整備を促進しており、北海道では道の駅さらべつを
含む 9駅に贈呈されました。同協会山本幹事長は「有
効に活用していただけたら幸い」とコメント。西山村
長は「道の駅を訪れる子育て世代に支援設備を大いに
活用してほしい」と語りました。

障がいを持つ方も住みやすいまちに
福祉ホームの説明会と講和

翠泉書道教室の子どもたちが活躍
全道学校書道展で入選

子育て支援施設整備の一環で
道の駅にダンボール授乳室贈呈 11/2511/26
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村の村の
わだいわだい
88daysdays8days

村内小中学校児童会・生徒会役員集う
どんぐり村子ども会議開催

　更別中央中学校で、村内小中学校３校の児童会、
生徒会役員が集まり、どんぐり村子ども会議が開か
れました。「ネット、スマホ、ゲームとの付き合い
方ルール宣言」の小学校版、中学校版の作成といじ
め根絶に向けた取り組みを活発に議論されました。

12/4
小小連携で伝統文化を学ぶ小小連携で伝統文化を学ぶ
小学生の茶道体験小学生の茶道体験

　改善センター和室で、更別小学校と上更別小学校
の５年生が合同で茶道サークル指導のもと、茶道を
体験しました。子どもたちは２グループに分かれて
お茶の点て方とお茶の飲み方、和菓子の食べ方を体
験。児童から楽しかった！という声が聞こえました。

みんなでつくるおいしいおもち
上更幼もちつき会開催

　認定こども園上更別幼稚園で毎年恒例の「もちつ
き会」が開催され、鈴木洋孝園長が「今日はもちつ
きを楽しみましょう」とあいさつ。子どもたちが元
気よくもちをつき、出来立てのもちをみんなで一つ
ひとつ丸め、きなこで味付けをして持ち帰りました。

12/4
師走こそ気をつけよう
歳末防犯巡回啓発で注意喚起

　村生活安全推進協議会（宗像弘文会長）は、北海道
防犯協会連合会の歳末地域安全週間に合わせて歳末防
犯巡回啓発を行いました。啓発活動では更別市街地、
上更別市街地の事業所や商店を巡回。飲酒運転や特殊
詐欺、闇バイトなどの犯罪防止を呼びかけました。

12/9

11/13

北海道書道教育連盟と毎日新聞社北海道支社主催
の第 69回全道学校書道展で、綿貫華子さんが個人
特別賞の北海道 PTA連合会長賞に、𠮷田遥紀さん
が推薦に、太田あささん、𠮷田杏莉さん、佐藤大
志さん、太田歩来さん、綿貫莉子さん、村田結菜
さん、山内香蓮さん、髙久　詩さん、大石都麦さ
んの 9名が特選を受賞するなど、優秀な成績を納
めました。指導した安江翠泉さんは「日頃の学習
が活き、権威ある書道展に出展、入賞したことは
大変素晴らしい」と話してくれました。

12/4
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機
関
窓
口
も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　
ス
ト
ア
で
納
付
書
に
よ
る
納
付
、
電

　
子
納
付
、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
納
付
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
や

　
前
納
を
お
考
え
の
場
合
は
、
帯
広
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

　
と
、
障
害
を
受
け
た
場
合
等
で
年
金

　
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、

　
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付

　
猶
予
制
度
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

21
・
１
５
１
１

住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

帯
広
開
発
建
設
部

　
　
　
　
広
尾
道
路
事
務
所

  

０
１
５
５
８・２・３
１
４
８

　
毎
日
６
時
30
分
か
ら
23
時
ま
で
利
用

で
き
る
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
、
左
記
の
日
程
で
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
住
民
票
、
印
鑑
証
明
の

い
ず
れ
も
取
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
一
時
停
止
期
間

　
令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）
か
ら

　
令
和
８
年
２
月
８
日
（
日
）
ま
で

　
※
終
日

住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　

   

52
・
２
１
１
２

　
採
用
予
定
の
あ
る
福
祉
職
場
の
人
事

担
当
者
と
直
接
話
が
で
き
る
個
別
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
大
集
会
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目
１
）

●
内
容

　
十
勝
管
内
の
福
祉
職
場
人
事
担
当

　
者
と
の
個
別
説
明
、
就
職
相
談

☎

☎

11

自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南14丁目13 NCサウスビル）
　 ２３-8718
　　  obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ募集

10各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

第
２
回
福
祉
職
場
説
明
会

各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
一
時
停
止
に
つ
い
て

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生

18歳以上
33歳未満の方
（32 歳 の方は、
採用予定月の末
日現在、33歳に
達していない方）

令和7年
11月29日（土）

～

令和8年
2月4日（水）

令和8年
2月8日（日）

令和8年
2月5日（木）

～

令和8年
2月19日（木）

令和8年
2月25日（水）～

令和8年
2月27日（金）
のうち、1日を指定
※今年度最後の試験

予備
自衛官補

一
般

18歳以上
52歳未満の方 令和8年

1月中旬

～

3月中旬

※細部日程はお
　問い合わせく
　ださい。

令和8年
4月上旬～中旬予定

※細部日程はお問い
　合わせください。

技
能

18歳以上で
国家免許資格等
を有する方
（資格により年齢
上限は53歳未
満～55歳未満
※詳しくはお問
　い合わせくだ
　さい。）

　

冬
に
な
る
と
沿
道
家
屋
等
か
ら
の

落
氷
雪
に
よ
る
死
傷
事
故
が
多
発
し
ま

す
。

　
冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故

を
無
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
落
氷
雪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

　
な
沿
道
家
屋
等
に
つ
い
て
は
、
雪
止
め

　
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
既
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
針
金
等
の
錆
や
老
朽

　
化
等
に
よ
る
破
損
が
原
因
で
落
氷
雪

　
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
必
ず

　
点
検
し
、
破
損
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合

　
は
早
急
に
修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

●
落
氷
雪
は
早
め
に
除
雪
す
る
と
と
も

　
に
、
除
雪
作
業
は
必
ず
複
数
人
で
行

　
い
、
歩
行
者
や
付
近
で
遊
ん
で
い
る
子

　
ど
も
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等
か

ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
す
。

●
落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に

　
負
傷
者
が
い
な
い
か
確
認
す
る
と
と

　
も
に
、
歩
行
者
等
の
通
行
の
支
障
に

　
な
ら
な
い
よ
う
直
ち
に
除
去
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防
止
の
た

　
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内

　
の
積
雪
を
道
路
に
排
出
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

　
※
事
前
申
込
不
要
、
入
退
場
自
由

福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
方

　
（
一
般
・
学
生
）

無
料

帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会

帯
広
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

（
帯
広
市
公
園
東
町
３
丁
目
９
番
地
１
）

　
　
　
　
　
　
　

57
・
２
５
２
５

　
身
近
な
ご
家
族
の
方
で
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
車
い
す
の
押
し
方
や
ベ
ッ

ド
で
の
介
助
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
研
修
会
を
、
北
海
道
・
中
札
内
村

と
共
同
開
催
し
ま
す
。

　
入
門
的
研
修
は
、
短
時
間
で
介
護
の

基
礎
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お
り
の
知
識

を
身
に
つ
け
ら
れ
、
研
修
を
修
了
す
る

と
、
上
位
の
研
修
（
介
護
職
員
初
任
者

研
修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
）
課
程

の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
知
り
た
い
項
目
の
み
の
受
講
も
可
能

で
す
の
で
、
全
日
程
参
加
が
難
し
い
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
受
講
し
た
講
義
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

修
了
に
通
算
も
で
き
ま
す
。

　
ご
自
身
の
将
来
や
ご
家
族
の
介
護
の

た
め
に
学
び
た
い
方
も
、
介
護
の
資
格

取
得
を
目
指
し
た
い
方
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

基
礎
講
座
の
み
（
約
３
時
間
）

　
令
和
８
年
２
月
24
日

　
基
礎
講
座
＋
入
門
講
座
（
計
４
日
間
）

　
令
和
８
年
２
月
24
日
〜
27
日

落
氷
雪
事
故
防
止
の

お
願
い

　

固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限
は
、

２
月
２
日
（
月
）
で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

保
健
福
祉
課
国
保
介
護
係

　
　
　
　
　
　
　
　

53
・
３
０
０
０

●
国
民
年
金
と
は

　
　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
は

　
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
み
ん

　
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え

　
方
で
つ
く
ら
れ
た
公
的
年
金
制
度
の
一

　
つ
で
す
。
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金

　
の
ほ
か
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど

　
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
対
象
者

　
　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

　
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

　
金
か
厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料

　
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

　
任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
当
た
り

　
の
保
険
料
は
１
７
５
１
０
円
（
令
和
７

　
年
度
）
で
す
。
ま
と
め
て
前
納
す
る
と

　
割
引
に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　
　
20
歳
に
な
っ
た
後
、
す
で
に
厚
生

　
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
障
害
・

　
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
（
し
て

　
い
た
）
方
以
外
は
、
日
本
年
金
機
構

　
よ
り
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

　
や
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
」、「
基

　
礎
年
金
番
号
通
知

　
書
」
な
ど
が
送
ら

　
れ
ま
す
。
基
礎
年

　
金
番
号
通
知
書
は

　
国
民
年
金
か
ら
厚

　
生
年
金
へ
の
変
更

　
や
年
金
の
請
求
に

　
必
要
に
な
る
の
で

　
大
切
に
保
管
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
も
し
、
お
知
ら

　
せ
が
届
か
な
い
場

　
合
は
、
加
入
手
続

　
き
の
た
め
、
役
場

　
窓
口
も
し
く
は
、

　
年
金
事
務
所
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
に

　
つ
い
て

　
　
保
険
料
は
金
融

更
別
村
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料

保
健
福
祉
課
国
保
介
護
係
へ
電
話
・

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
申
込

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
、
詳
し
い
情
報

は
、村
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
！

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
開
催

申込フォーム
申込期限

1月23日まで
村ウェブサイト
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どんちゃん

既読

見
学
旅
行
の
体
験
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
井　
琉
夏

11
月
５
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
土
）
に
、

東
京
・
横
浜
方
面
へ
見
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
２
年
生
の
中
に
は
、
北
海
道
か
ら

出
た
こ
と
が
な
い
人
が
多
数
い
て
、
飛
行
機

な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
電
車
や
地
下
鉄
な
ど
、
普
段

私
た
ち
に
は
馴
染
み
の
な
い
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
利
用
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
間
違
え
る
こ
と
な
く
無
事
に
目
的
地
へ

着
く
こ
と
が
で
き
安
心
し
ま
し
た
。
他
に
も

北
海
道
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
巡
り
、
過
去
の
技

術
・
地
域
特
有
の
文
化
や
景
観
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、
日
本
古
来
の
文
化
を
肌
で
感

じ
つ
つ
、
改
め
て
私
た
ち
の
地
元
の
北
海
道

十
勝
が
広
大
で
あ
る
か
実
感
し
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
見
学
旅
行
で
は
、
仲
間

と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
む
大
切
さ
に
気
づ

い
た
こ
と
が
一
番
の
学
び
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
班
行
動
は
自
由
で
あ
る
分
、
き
ち
ん
と

話
し
合
い
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
２
学

年
は
卒
業
ま
で
１
年
半
を
切
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
た
め
、
今
回
の
学
び
を
活
か
し
て
ト
ラ

ブ
ル
な
く
平
穏
に
過
ご
せ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
見
学
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
武
雅

　
私
た
ち
は
11
月
５
日（
水
）〜
11
月
８
日（
土
）

ま
で
、
東
京
と
鎌
倉
へ
見
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
東
京
で
は
明
治
神
宮
へ
行
き
、
外
国

の
方
な
ど
多
く
の
人
が
い
て
活
気
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
日
本
で
も
有
名
な
神
社
で
あ
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。
明
治
神
宮
で
は
お
参
り

や
お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
。
お
み
く
じ
は

中
吉
で
「
こ
れ
か
ら
の
努
力
次
第
で
運
気
が

変
わ
る
」
と
い
う
結
果
で
し
た
の
で
、
よ
り

一
層
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
鎌
倉
で

は
、
鎌
倉
国
宝
館
や
鶴
岡
八
幡
宮
へ
行
き
ま

し
た
。
鎌
倉
国
宝
館
で
は
多
く
の
仏
像
が
あ

り
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
由
来
な
ど
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
関
心
を
そ
そ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
自
主
研
修
で
私
は
班
長
と
し
て

人
を
ま
と
め
る
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
人
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
声
が
届
き
に

く
か
っ
た
り
、
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

何
度
も
迷
子
に
な
り
か
け
、
班
長
と
し
て

班
員
全
体
を
見
る
と
い
っ
た
点
で
は
反
省

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
楽

し
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
り
、
最
後
に
は

班
員
が
笑

顔
で
無
事

に
帰
っ
て

く
る
こ
と

が
で
き
た

の
で
、
班

長
を
務
め

て
良
か
っ

た
と
思
い

ま
す
。
こ

の
経
験
を

こ
れ
か
ら

の
学
生
生

活
で
活
か

し
て
行
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

文学・一般書児童文学・学習書ほか

えほん

『開運えんぎもの図鑑』
野　紀子 /著
だるまやまねき猫な
どの縁起物をイラス
トで解説する子ども
向けの１冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分～ 18時 00分
休 館 日　火曜日および祝日 (日・月・土以外 )
住 所　更別村字更別南２線 96番地 11
　　　　　農村環境改善センター内
電 話　52-3171本本ごよみごよみ本本ごよみごよみ

お
せ
ち

(

内
田　
有
美)

今月の読みきかせ今月の読みきかせ
1月17日 ( 土 )　11時 00分～ 11時 30分
■『まくまくんのかいがいりょこう』
■『せんたくやのブラウニー』

今月の展示今月の展示

蜂
蜜
パ
イ　
　
　
（
村
上　
春
樹
）

き
れ
て
る

(

鈴
木

　
の
り
た
け
）

お
も
ち
の
お
や
ど

(

苅
田　
澄
子)

フ
ニ
フ
と
ワ
ム
く
ん

つ
き
よ
の
か
え
り
み
ち

（
は
せ
が
わ

　
　
さ
と
み)

ウ
マ
の
絵
本

(

近
藤　
誠
司)

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

ニ
セ
ゾ
ロ
リ
あ
ら
わ
る
‼ 

(

原　
ゆ
た
か)

し
じ
ん
の

ゆ
う
び
ん
や
さ
ん

(

斉
藤　
倫)

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ

 (

工
藤　
ノ
リ
コ)

く
も
の
し
く
み　
　
（
荒
木　
健
太
郎
）

富
士
山
に
の
ぼ
る　
　
（
石
川　
直
樹
）

あ
の
、
こ
こ
ど
う
ぞ
。

(

く
す
の
き

　
　
し
げ
の
り)

そ
の
針
が
さ
す
の
は

（
羽
田　
圭
介)

成
瀬
は
都
を
駆
け
抜
け
る
（
宮
島　
未
奈
）

生
き
る
言
葉

(

俵　
万
智)

晴
れ
の
日
の
木
馬
た
ち
（
原
田　
マ
ハ
）

Ｉ
（
ア
イ
）

　
　

(

道
尾　
秀
介)

丸
シ
ー
ル

遊
び
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

(

す
ー
た
ろ
う
マ
マ)

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は

殺
人
っ
て
こ
と
で

(

東
川　
篤
哉
）

で
き
る
ゼ
ロ
か
ら

は
じ
め
る
作
詞
超
入
門

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
何
か

（
東
畑

　
　
開
人)

超
シ
ル
バ
ー
川
柳　
（
み
や
ぎ
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
）

暁
星　
　
　
　
　
（
湊　
か
な
え
）

配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
の

発
達
支
援
百
科

（
藤
原

　
里
美
他)

言
語
化
す
る
た
め
の

小
説
思
考

 (

小
川　
哲)

(

木
下　
智
哉)

あ
た
ら
し
い
か
ぞ
く

読み聞かせマラソン実施中読み聞かせマラソン実施中
　図書室では、村内にお住まいの未就学児の
お子さんを対象とした親子読み聞かせマラソ
ンの参加者を募集しています。詳しくは図書
室カウンターへお尋ねください。皆様の挑戦
をお待ちしています。

■一般書コーナー
　『おうちでやってみようの本』
■児童書コーナー　
　『節分の絵本』

ゆ
き
の
ひ
の
さ
ん
ぽ

 (

と
り
ご
え

　
　
　
ま
り)

ゆ
き
ん
こ
の

レ
ス
ト
ラ
ン

（
な
が
し
ま

　
　
ひ
ろ
み
）

各課・施設の電話／メールアドレス　→　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp

 (

あ
べ　
弘
士)

誕生おめでとう

戸籍の窓口

地域安全ニュース
■更別村の交通事故死ゼロ記録
　344日（12月 15日現在）

■地域安全運動のお知らせ

　冬期間となり、十勝管内では凍結路面によっ
て一時停止場所で止まれず、出会い頭の衝突や
制御不能となり路外に逸脱するなどの事故が多
発します。スピードダウンに心がけ、十分な車
間距離をとって運転しましょう。

ゼミ活動・研究に協力ゼミ活動・研究に協力
北海道教育大生を北海道教育大生を
受け入れ受け入れ

　北海道教育大学釧路校の大戸玲穂さん（地域学校教育
実践専攻）と玉井慎也講師がゼミの研究の一環で 12月
5日、更別農業高校に来校しました。
　大戸さんは、文科省のマイスター・ハイスクール事業
に認可を受け、スマート農業に取り組む更農に注目し、
学校訪問を依頼。更別農業高校はゼミの研究や積極的に
協力していきたいと受け入れしたものです。
　大戸さんは、漆原教頭先生から学校の説明を受けた後、
更農生に混じって授業に参加し、交流。1日通して「社
会の繋がりを大事にし、授業を通じて学生に学ばせるカ
リキュラムは大変興味深い」と話しました。

更農の更農のわだいわだい

各課・施設の電話／メールアドレス　→　とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp
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